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研究成果の概要（和文）： 『続日本紀』を中心として八世紀の年代を記した史料を収集・検討し、歴史・文
学・思想などの領域の研究者と意見を交換するなかで、史料の特質を掘り下げることが可能になった。本事業で
めざした史料解題の作成についてはなお原稿作成の途上であるけれども、その成果の一部は『上代写経識語注
釈』（2016年）、『日本書紀の誕生―編纂と受容の歴史―』（2018年）として公表し、写経の銘文（識語）や
『日本書紀』の研究状況をアップデートすることができた。

研究成果の概要（英文）：It became possible to delve into the characteristics of historical materials
 by collecting and examining historical materials that describe the eighth century, centering on '
Shoku Nihongi' and exchanging opinions with researchers in the fields of history, literature, and 
thought. We are still in the process of preparing a draft for the project, but some of the results 
were published as 'Commentaries on the Sutra of Ancient Manuscripts' (2016), 'The birth of 
Nihonshoki - the history of compilation and acceptance -' (2018), and we were able to update the 
research status of the inscription of sutra transcription (literacy) and 'Nihonshoki'.

研究分野： 日本古代史
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　長年にわたる『續日本紀史料』（皇學館大学史料編纂所）の編纂事業で蓄積された史料研究の成果・方法を史
料集とは異なる視点から展開させ、ひろく人文科学の諸領域に接点を求めて成果発信を試みたことは、これまで
の研究成果・研究方法そのものを次の世代に伝える役割を果たすこと意義あるものと考える。本事業では「古写
経」「律令」「編纂史書」「寺院縁起」などいちおうのジャンルを設定し、研究会を開催して国内外の研究者を
招いたシンポジウムを開催した。またその成果を踏まえた出版にも積極的に取り組んだ。これらは個別で進めら
れてきた研究に人的な交流をもたらし、より広い対象への成果発信を可能にした。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 人文学では基礎研究にあたる史料研究が特定の機関・研究者に限られており、そこで蓄積さ

れてきた知見を一般化し、より多くの分野に発信する必要があると考えていた。研究代表者の

場合は、地方の一私立大学がその規模を顧みずに長年進めてきた『續日本紀史料』（昭和 62～
平成 26 年）の編纂が完結を迎えることもあって、これまでの編纂事業の中で収集された資料、

蓄積された経験、養成された人材を活用し、八世紀の年紀をもつ史料の文献解題作成を企図し

たのである。それが完成品としての編年史料集の信頼を高めることにつながり、歴史書・法制

書・寺院縁起・出土文字史料・文学書など、専門領域で分断されている広い意味での「文字史

料」について、総合的な視野から再検討することを目指した。 

 

２．研究の目的 

 戦後の日本古代史では、奈良時代の基本文献である『続日本紀』の研究が進展し、信頼性の

高いテキスト・注釈（新日本古典文学大系本『続日本紀』）に結実している。一方で木簡をはじ

めとする出土文字史料の増加は、編纂物である『続日本紀』の記述を問い直し、精粗さまざま

な観点から奈良時代史を豊かに再構成する契機となってきた。 

古代史の史料研究で比重が高かったのは一次史料（出土文字史料・金石文・文書）であり、

編纂物に対する関心を上まわっていた。しかし信頼に足る一次史料は個別・断片であることが

多く、歴史像を組み立てるには豊富な情報量と特定の意図に基づく整理が加わった二次史料た

る編纂物を排除できない。とりわけ古代史の場合は、新たに発見された一次史料（木簡）と基

本的な編纂物（続日本紀・日本書紀）の双方を往還することで議論が進展してきた。 

そうであるならば、編纂物に固有の問題を解明することがバランスの取れた史料研究であり、

さらには、史料の信頼性優劣を唯一の基準とした一次史料・二次史料といった分類を転換し、

八世紀紀年史料を大観することによって、新しい古代史研究・史料学的研究を切り開くことが

できるだろう。そこで成り立ちの異なる二系統の史料を統合し、多様な歴史情報資源にアクセ

スするための研究基盤を形成することを目的として、八世紀紀年史料の総合解題の作成を目指

す。 

 

３．研究の方法 

歴史書・法制書・寺院縁起・出土文字史料・文学書などでユニットを構成し、研究代表者（遠

藤慶太）・分担者（荊木美行・毛利正守）が分担して文献調査・学会発表などを進め、各ユニッ

トごとでの研究会を開催した。 

 



2014 年度には「聖教と寺院縁起」（国立歴史民俗博物館）、2015 年度には「国史編纂」（皇學

館大学佐川記念神道博物館）、事業期間を延長した 2018 年度は「律令研究の現在」（皇學館大

学佐川記念神道博物館）をテーマとしたシンポジウムや国際研究会を開催、国内外の研究者を

招いて研究知見を深め、意見交換とともに交流を深めた。  

以上の成果にもとづき文献解題の執筆を推進した。解題原稿は完成にはいたらなかったが、

その原稿は皇學館大学研究開発推進センターに引き継ぎ、「日本後紀史料稿」などの編纂事業と

して作業を継続している。 

 

４．研究成果 

『續日本紀史料』（皇學館大学研究開発推進センター史料編纂所編）で綱文として採用した史

料を選び、遠藤慶太・荊木美行で分担して解題原稿の執筆に取り組んだ。また『續日本紀史料』

に掲載した奈良時代写経の識語すべてについて、「上代文献を読む会」と協力して注釈原稿を作

成、研究成果公開促進費の交付を受け『上代写経識語注釈』（勉誠出版、平成 28 年 3 月）とし

て刊行することができた。六国史については編纂史書の性質や内容、現代に伝えられた背景に

ついて平易に概説した一般書を執筆、遠藤慶太『六国史―― 日本書紀に始まる古代の「正史」』

（中央公論新社、平成 28 年 2 月）として刊行している（発表論文・学会発表等は別項参照）。 

これら出版による成果発信とは別に、本事業で開催した研究会、シンポジウムは文学・言語・

思想など、日本史学とは異なる他領域で活躍する研究者の知見を直接知る貴重な機会となり、

研究会をきっかけとして交流が広がったことは、研究代表者個人や研究拠点（皇學館大学）が

今後の研究事業を進めるうえで大きな財産となった。 
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